
◎海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律の一部を改正する

法律 
（平成一六年五月一九日法律第四八号）   

一、提案理由（平成一六年三月三○日・衆議院環境委員会） 

○小池国務大臣 ただいま議題となりました海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法

律の一部を改正する法律案につきまして、その提案の理由及び内容の概要を御説明申し

上げます。 

 海洋における廃棄物の処理に関する規制の一層の充実が求められている国際的動向等

にかんがみ、我が国においても、船舶からの海洋への排出が認められる廃棄物の海洋投

入処分を許可に係らしめる等の措置を講ずるとともに、廃棄物の海域における焼却の規

制を強化する等の必要があります。 

 このため、この法律案を提出した次第であります。 

 以下、この法律案の主な内容について御説明申し上げます。 

 第一に、船舶または海洋施設から廃棄物の海洋投入処分をしようとする者は、環境大

臣の許可を受けなければならないこととしております。 

 第二に、船舶または海洋施設から廃棄物を排出しようとする者は、当該廃棄物の船舶

または海洋施設への積み込み前に、海上保安庁長官の確認を受けなければならないこと

としております。 

 第三に、何人も、船舶または海洋施設において、船舶または海洋施設において発生す

る油等以外の油等の焼却をしてはならないこととしております。 

 第四に、環境大臣の許可を受けてする海洋施設の廃棄等を除き、船舶等を海洋に捨て

てはならないこととしております。 

 最後に、環境大臣は、この法律の施行に必要な限度において、廃棄物の海洋投入処分

及び海洋施設の廃棄に関し、報告を求め、立入検査を行うことができることとしており

ます。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその内容の概要であります。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御賛同くださいますようお願いを申し上げます。 

二、衆議院環境委員長報告（平成一六年四月一三日） 

○小沢鋭仁君 ただいま議題となりました法律案につきまして、環境委員会における審

査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、海洋における廃棄物の処理に関する規制の一層の充実が求められている国際

的動向等にかんがみ、我が国においても廃棄物の海洋投入処分等の規制を強化しようと

するものであり、その主な内容は、 

 船舶または海洋施設から廃棄物の海洋投入処分をしようとする者は、環境大臣の許可

を受けなければならないこと、 

 廃棄物を排出しようとする者は、当該廃棄物の船舶または海洋施設への積み込み前に、



海上保安庁長官の確認を受けなければならないこと、 

 何人も、船舶または海洋施設において発生する油等以外の油等の焼却をしてはならな

いこと、 

 環境大臣の許可を受けてする海洋施設の廃棄等を除き、船舶等を海洋に捨ててはなら

ないこと 等であります。 

 本案は、三月二十九日本委員会に付託され、翌三十日小池環境大臣から提案理由の説

明を聴取した後、去る四月九日質疑を行い、採決いたしました結果、本案は全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院環境委員長報告（平成一六年五月一二日） 

○長谷川清君 ただいま議題となりました法律案につきまして、環境委員会における審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、海洋における廃棄物の処理に関する規制の一層の充実が求められている

国際的動向等にかんがみ、廃棄物の船舶からの海洋投入処分を許可制とするとともに、

海域における焼却を禁止する等の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、ロンドン条約九六年議定書の締結時期と発効の見通し、廃棄

物の海洋投入処分の現状とその削減に向けた今後の取組等について質疑が行われました

が、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終了し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 


